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執
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委
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拶 

  

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
定
期
中
央
委
員
会
に
参

加
さ
れ
ま
し
た
中
央
委
員
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
今
後
の
闘
う

方
向
性
を
全
体
で
確
認
す
る
委
員
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

プ
ー
チ
ン
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら

一
年
が
経
過
し
ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。
戦
争

は
長
期
化
し
、
終
息
の
兆
し
は
見
出
さ
れ
ま

せ
ん
。
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
か
一

日
も
早
く
戦
争
が
終
わ
る
事
を
願
つ
て
や
み

ま
せ
ん
。 

 

Ｊ
Ｒ
九
州
は
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
・
大

合
理
化
を
強
行
し
て
い
ま
す
。
昨
秋
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
は
、
車
掌
職
の
解
消
に
よ
り
、
多

く
の
先
輩
方
が
住
み
慣
れ
た
地
を
離
れ
転

勤
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
世

保
基
地
の
廃
止
で
は
、
先
輩
方
が
退
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
減
便
・
ワ
ン
マ
ン
運

転
両
数
の
拡
大
で
は
、
お
客
さ
ま
が
連
日
乗

り
切
れ
な
い
状
況
が
延
々
と
続
い
て
い
ま

す
。
苦
情
は
１
２
０
０
件
を
超
え
て
い
る
そ

う
で
す
。 

 

一
方
会
社
は
、
そ
の
状
況
に
対
し
て「
増

結
す
る
車
両
が
無
い
」
「
お
客
さ
ま
が
不
慣

れ
で
、
し
ば
ら
く
す
れ
ば
落
ち
着
く
」
と
施

策
の
失
敗
を
省
み
な
い
会
社
対
応
に
怒
り

を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
職
場
で
は
他
労
組

と
の
共
闘
が
大
き
く
前
進
し
て
い
ま
す
。 

ワ
ン
マ
ン
問
題
、
職
場
の
要
員
問
題
、
嘱
託

再
雇
用
社
員
の
労
働
条
件
改
善
に
対
し
て

「
共
に
動
く
」
運
動
の
強
化・
拡
大
が
今
こ
そ

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
３
春
闘
の
要
求
や
闘
い
方
に
つ
い
て
は
、

後
程
詳
し
く
提
起
し
て
い
き
ま
す
。
物
価

高
に
喘
ぎ
、
生
活
を
切
り
詰
め
、
傲
慢
な
会

社
施
策
に
疲
労
困
憊
で
頑
張
っ
て
い
る
社
員

の
怒
り
を
、
各
職
場
で
発
信
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。 

 

最
近
の
Ｊ
Ｒ
九
州
の
施
策
は
、
減
便
・
両
数

削
減
、
無
人
駅
拡
大
な
ど
、
お
客
さ
ま
の
声

も
聴
か
ず
会
社
都
合
の
施
策
を
強
行
し
て

い
ま
す
。
お
客
さ
ま
は
勿
論
の
こ
と
、
社
員

す
ら
大
事
に
し
な
い
企
業
に
、
明
る
い
兆
し

は
見
え
て
来
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
労
働
組

合
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
お
客
さ
ま
、

そ
し
て
社
員
の
声
を
こ
れ
か
ら
も
代
弁
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
政
治
も
労
働
組
合
も
、
戦
前
回

帰
の
動
向
に
進
ん
で
い
る
と
危
機
感
を
感
じ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
微
力
な
が
ら
も
、

し
っ
か
り
と
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

本
部
は
、
今
年
も
各
地
に
足
を
運
び
皆
さ

ん
と
共
に
ユ
ニ
オ
ン
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

心
温
ま
る
メ
ツ
セ
ー
ジ 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

立
憲
民
主
党
衆
議
院
議
員 

吉
川
は
じ
め 

立
憲
民
主
党
参
議
院
議
員 

吉
田
忠
智 

大
分
市
議
会
議
員 

 
 

 
 

 

馬
見
塚 
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中
央
委
員
発
言 

  

直
轄
支
部 

 

・
ワ
ン
マ
ン
問
題
、
ホ
ー
ム
両
数 

検
知
、
モ
ニ
タ
ー
不
良
等
三
組
合

で
意
見
交
換
を
行っ
て
き
た
。 

 

・
職
場
の
要
員
問
題
、
特
休
の

買
い
上
げ
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
。

本
来
の
休
養
の
徹
底
が
出
来
て
い

な
い
。
組
合
員
の
出
向
先
か
ら
職

場
復
帰
を
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。 

 

・
３
名
の
仲
間
が
増
え
た
。
自
動

運
転
の
拡
大
、
運
転
士
に
拘
る
闘

い
へ
。
要
員
問
題
、
業
務
中
に
携

帯
電
話
で
勤
務
の
相
談
が
く
る
。 

人
事
・
賃
金
制
度
の
改
正
、
都
市

手
当
の
廃
止
が
出
て
い
る
。 

 

・
信
号
冒
進
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
副
業
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。 

椅
子
の
反
転
な
ど
運
転
業
務
以

外
の
作
業
が
多
い
。
春
闘
し
っ
か

り
闘っ
て
い
く
。 

  

大
分
地
本 

 

・
３
か
月
日
勤
業
務
を
行
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
職
場
を
回
っ
て
き
た
。

津
久
見
駅
で
不
幸
な
人
身
事
故

が
発
生
し
た
。
列
車
を
止
め
る
装

置
が
必
要
と
な
る
。
統
一
地
方
選

を
闘っ
て
行
く
。 

 

・
嘱
託
裁
判
、
会
社
の
準
備
書

面
に
腹
が
立
つ
。
Ｏ
Ｂ
会
は
カ
ン
パ

ま
で
取
り
組
ん
で
頂
い
た
。
春

闘
、
他
企
業
は
イ
ン
フ
レ
手
当
ま

で
出
し
て
い
る
。
職
場
で
声
を
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

熊
本
地
本 

 

・
職
場
は
経
費
削
減
で
照
明
も

節
約
さ
れ
た
が
安
全
衛
生
委
員

会
で
問
題
と
し
て
改
善
へ
と
繋

が
っ
た
。
統
一
地
方
選
を
取
り
組

ん
で
行
く
。 

 

・
若
い
社
員
は
副
業
で
生
活
の

維
持
を
行っ
て
い
る
。
地
本
集
会
、

春
闘
学
習
会
を
計
画
し
て
い
く
。 

  

長
崎
地
本 

 

・
副
業
問
題
、
全
体
で
６
０
名

が
行
い
、
西
九
州
新
幹
線
運
転

士
ま
で
も
副
業
し
て
い
る
。
本
来

の
意
義
か
ら
外
れ
お
金
の
た
め
に

なっ
て
い
る
。 

 

・
障
が
い
者
団
体
と
意
見
交
換

を
行
っ
て
来
た
。
貴
重
な
意
見
が

聞
け
た
。
利
用
者
の
た
め
に
な
っ

て
い
な
い
。
組
織
展
望
に
つ
い
て
、

少
数
だ
か
諦
め
ず
、
仲
間
を
つ

くっ
て
行
き
た
い
。 

  

鹿
児
島
地
本 

 

・
ワ
ン
マ
ン
問
題
、
モ
ニ
タ
ー
不
良

等
改
善
が
見
え
な
い
。
カ
メ
ラ
が

汚
れ
て
い
る
が
直
さ
な
い
。
モ
ニ

タ
ー
不
良
の
ま
ま
３
日
間
も
放

置
さ
れ
運
行
さ
れ
て
い
た
。
要
員

問
題
何
も
解
消
さ
れ
な
い
。
未
だ

に
線
見
、
マ
ル
車
教
育
も
終
わ
っ

て
い
な
い
。
会
社
施
策
の
失
敗
は

明
ら
か
だ
。 

  

１
１
名
の
中
央
委
員
か
ら
の
発

言
は
、
闘
争
申
第
４
号「
自
動
運

転
列
車
信
号
に
か
か
わ
る
解
明

要
求」
闘
争
申
第
５
号
で」
中
央

委
員
会
発
言」
で
会
社
へ
申
し
入

れ
て
い
ま
す
。 

  

岩
谷
文
之 

書
記
長 

 

 
 

 

総
括
答
弁 

 

・
職
場
か
ら
情
報
を
発
信
し
て

も
ら
い
た
い
。 

 

・
２
３
春
闘
賃
上
げ
ム
ー
ド
満

載
で
あ
る
。
労
組
の
席
上
妥
結
を

許
さ
な
い
体
制
を
築
き
た
い
。 

 
・
ワ
ン
マ
ン
問
題
に
つ
い
て
、
モ
ニ

タ
ー
不
良
な
ど
そ
の
都
度
指
令
の

指
示
を
受
け
て
い
こ
う
。 

 

・
障
が
い
者
団
体
と
の
意
見
交

換
の
場
に
出
席
し
て
き
た
。
色
ん

な
意
見
が
聞
け
た
。
今
後
の
取
り

組
み
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。 

 

・
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
地
方

統
一
選
挙
、
ユ
ニ
オ
ン
推
薦
議
員

の
全
員
当
選
に
向
け
て
闘っ
て
行 

こ
う
。 

 

 

   

闘
争
申
第
１
号 

２
０
２
３
年
度
賃
上
げ
要
求 

・
社
員
に
つ
い
て
一
律
１
３
，
０
０

０
円
を
引
き
上
げ
ら
れ
た
い
。 

・
５
５
歳
以
降
の
社
員
、
一
律
８

万
円
を
引
き
上
げ
ら
れ
た
い
。 

 

・
嘱
託
再
雇
用
社
員
に
一
律
１

２
万
円
を
引
き
上
げ
ら
れ
た
い
。 

 

闘
争
申
第
２
号 

夏
季
手
当
要
求 

 

・
３
．
５
カ
月
分 

 

・
５
５
歳
以
降
の
社
員
及
び
嘱

託
再
雇
用
社
員
に
一
律
１
０
万

円
加
算
さ
れ
た
い
。 

 

・
嘱
託
再
雇
用
社
員
、
社
員
と

同
様
の
支
給
月
数
と
就
業
年
数
の

区
分
の
撤
廃
を
さ
れ
た
い
。 

 

・
期
末
手
当
Ｂ
６
ヵ
月
を
基
本
と

さ
れ
た
い
。 

 

闘
争
申
第
３
号 

制
度・
政
策
要
求 

 

・
２
５
項
目,

、
１
１
３
要
求
を
提

出
。 
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